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  日本基督教団 西宮公同教会 教会学校 西宮公同幼稚園 週報 No.583 2026年 5月 31日(日) 

(みんななかまさ！ 通巻 No.1569／みんなのともだちはどろんことたいよう 通巻 No.748) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今日の活動＞ 工作であそぼう  

 

 〈 ほうこく 〉  

２４日（日）は、「こいの きせつです」でした。 幼虫のさなぎがどうやって、蝶になっ

ていく？つばめが、田んぼの泥を集めて巣作りをする様子を見たことある？ 絵本「ひ

とりになったライオン」（著・画：夏目義一／福音館書店、２０１７年）を読んでくださいました。

わかいライオンが親離れして、ひとりで暮らすことになった。これからは、お父さんに会

うことも、お母さんが獲ってきた獲物を食べることもできない。でも、自分の力でやって

いくしかない…。舞台はアフリカの大地。リアルに描かれたライオンは迫力満点。群れ

を離れてひとりで狩りをして、失敗しながらも成長していく姿が表現されていて、大自

然の厳しさを知るおもしろい絵本でした。 

活動は、畑へ出かけました。「もう、いちごは終わったかなぁ…」と思っていたのですが、前日に、園長先生から、「まだ

立派ないちごが、たくさん出来てるよ」とお電話をいただきました。「じゃあ、明日は畑に行こう！」ということになり、みんな

で出かけることにしました。…ところが、さあ出発！という時に、幼稚園の入り口で、ユスラウメが光るような真っ赤な実を、

たくさんつけていました。園長先生から、「食べていいよ」とお許しをいただき、みんなで摘んでいただくことに。これが、び

っくりするほど甘い！次々に手が伸び、口いっぱいにユスラウメを頬ばりながら、大喜びでした。そのあと畑へ向かい、今

度はジャガイモ掘り。土の中からゴロゴロ出てくるジャガイモに、嬉しくなりました。1人ずつ、お土産にも持って帰りまし

た。そして、おやつには、真っ赤に色づいたいちごをいただきました。大きくて、つやつやのいちごは、とっても甘くて美味し

く、今日も畑の恵みを、たっぷり味わわせていただいた一日となりました。 

〈 こどもといのる 〉 

紫陽花が咲き始めました。そろそろ、梅雨の季節です。雨音やカエルの鳴き声は、リラックス効果があるようです。暑い

夏までの梅雨を、穏やかに過ごせますように。 

（まつもと なつこ） 

 

〈 おしらせ 〉 

◇６月１４日（日）は、「子どもの日・花の日合同礼拝」です。朝の活動は、お休みで、１０時からの礼拝になります。どうぞ、

ご家族で、ご出席ください。お待ちしています。 

 

 

 

〈 れいはいのプログラム 〉  
 しかい：かなざわ けいこ 

１、しずかなこころ 
２、みんなで歌ううた 
３、みんなでいのる 
４、みんなで読むせいしょ 
５、みんなで歌ううた 
６、みんなで聞くおはなし 
７、みんなで歌うさんびか 
８、けんきん 
９、しずかなこころ 
 

 

♪「ハミング」P.31 
主のいのり P.92 

ヨハネによる福音書第３章１－１３節 
♪「アーメン アーメン アーメン」P.3 

「とびら」すがさわ くにあき 
讃美歌２３４Ａ番♪「むかし主イエスの」P.73 

♪「いまそなえる」P.92 
 

牛乳パックを集めています。集まった牛乳パックは「おかえりティッシュ」「ただいまロール」になります。牛乳パック

は、４５１５０枚から ３３枚 集まりました。合計 ４５１８３枚 になりました。２０１６年５月末に８００００枚に到達し、２０

１６年６月より新たにカウントをスタートしています。 
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２０２６年５月２４日（日）                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じゃがいもの茎に、トマトの実？ 

じゃがいもは、トマトと同じなかまなので、トマトによく似た実がなること

があるそうです。かじった人のかお…。 
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ヨ ハ ネ に よ る 福 音 書 第 三 章 一 ― 十 三 節  


